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6･VololayBentonitQとPantl.epCieek触 ItGni七8 めア如 ゾウ本シ終たいす
る致死作榔 こつむ､てO いわゆる不蒋性物質微粉の昆虫たたいする致死作用 にかんする















Il.藻 磯 材 料
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突放装梧 ･方法と馴こ筋2報 (ユ脚 )とおなじで,
池姥 3帆 関係悔唆1()lJ,fJl,73および.W% の塀避
条肘下でおこなったO縦軽め保持は,それぞれ水およ
び KNO3,NaCl,ea(N痴 U'過飽卸僻液を頼 r
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ごとぐで,同額関 城ドにおいq鵬 '閑致死朝 晩 ま
2つの部分にわけられたが,いずれにおいでも観潮匿
と阿鵬 陳と懇 いだに榔 藤波堀 田付紙 しかな
る一致を見挫H羊 とが可誰であるO餌3寂のふたつの
回帰線にわけちれたものにあっ7:は - す べ て 窮 早 阿
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かんする が の僻であって,こ墾 たゝつをあわせた
がa十A杓 の値が - 2としたときB}･tJ別 より大きか
ったLl),着意が担P,主 0.05 Iこ お い γこ 2 着 の 閑 に 差 が
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に お い で も , 一十部 に 無 処 理 榔 !試区に.くらペて銀杯日数 一 にたいする有磐作肝であって致死の虫原閏をなすも
が み じ か ( , か つ そ の 差 に 執 計 欝的研 摘酢がみられ であるとする Ⅰ)I-iscoe(ltは.'3), Parkin.(lfJ魂 ,
る こ とは , Zacher 効 果 が 伸 水 餅 軽米にのみに基調し ∴Aleh,anderctal.(柑44a,1',C),Wigglesworth
鞍 て ひ き加 こ さ れ る も の で な い こ とをも怒昧しているo Jぽ(lE舶 a,.1糾5,1朋6,1Eは7), Kalmlは (L臼4弘
そ の 間 に あ っ て は 第 1報 に も し る 蟻 ように,横槍粘 T3calment(拙 さ)もの単離 竣肋に却導され イ
Jーr 88 i















や 7)entm-ite も,こうした性符をあま りもたない










がrl+那,I EnE P,. よはす め∫si州
かいことは,すでに先報までにしろLできたが,2,三i
脚こおいではその'.VL-W学L'J't,"軸 をすることなく,専横



















































































bJ.Lichus cfLz-nmsis L Tle experimentswere



















I 嗣 撃 方 津
木調改ま元にJf,LfE楢の行った2化瞬虫による指の捌 女
に関する報野と淡行して行ったものであって,捉つi:
粥駿区の設嵐 排憧駄 作軌,気豹状況等について.-I_T,
それを劇現していただき掛 ､｡
2弗蚊虫の分散状況の調査にほ,糾取区よlj桐を昭
次に日を泊って十億 数だけ我き採:),墨を割って2化
駅虫幼虫の有無,幼虫散,弼巾の最大イ躍至抱 記銘し,､
その紙取よ()-既した分散経過鋸位慮しようとしたく)
叉他方最後まで撰粧した試験区についてはナ∴披吾鯉 の
出現状況哀感藤調査し,潤 の方比の助とした｡
日 蝕昏糞の出現と増加
被奮発の詣単にともなつで拭現し簡加する状態を妨
1逆毛に成す.碍2化用の射b供血幼血は卯より酵化す
,40
をと,その大部分のものは卵の盗みつけられた斐 (母
塞)に報って喰い込む｡1卵塊より贈った幼虫が,初
めて宿の蜜に喰い込むとき,発散して敷革の蟹に喰い
込むこともあるらしいo私の調査したBO例の-糾こ,押
化ヤ垢 の幼虫が2斐以上に喰い入ったと.Bit.われ蕪もの
が5例見られたOその内の叩 けは3輩に喰い入っているD
しかし,此の5例の中3例は,2本以上の丑に喰い入
った形跡は認められたが,喰い入った幼虫笹田避のみ
に比布していたo故に.1姉2化制の2化摂血によっこ
掴化慌甜こ出現する被害執ま殆んど企てが柑饗がjJつ
て,1卵塊当[)ユ蟹の'TM.埴=:が地ずるのが普通である
*京都大学盛挙部品数学研究賞米紙解1鮎 骨
不調薯a:行うに等って,御指執 御統閲を脇つ
取内田俊郎教授 ,問壕について個食を長見られ兜
銀河Ljl数軌 ~稲田胸筋教授,植木邦和の締氏並び
に′,河野通郎氏始め漬都大学膜学部鹿虫学折死域
の各散の御協力に附して問い感謝の窓を抑こした
も､.
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